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構 成

1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館

2. デジタルアーカイブ福井の概要

3. ジャパンサーチ連携のメリット

4. おわりに



［ 施設の沿革 ］
 1950年 県立図書館 開館

 1981年 県立図書館 新築移転

 2003年 県立図書館 新築移転（現在地） 県文書館 同一施設内に開館

 2015年 県ふるさと文学館 同一施設内に開館 → MLA3館が同居

＊2021年「3館協働」等によりLoY2021優秀賞

 県文書館
福井県に関する歴史的な資料として重要な公文書、古文書その他の記録を収集・保存し、
県民の利用に供し、調査・研究等を行い、学術振興・文化向上に寄与する施設
└ 原本に加え、県史編纂事業で作成した個人蔵･機関蔵の古文書等の複製本も収蔵・公開

└ 館蔵のみならず県域全体の資料を考える基底

1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館



1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館
 図書館エリア
延床面積14,297㎡
開架30万冊
閉架160万冊
蔵書数105万冊

 文学館エリア
延床面積1,020㎡

 文書館エリア
延床面積3,119㎡



［ 文書館 ］

1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館

閲覧室

原本展示コーナー 第三書庫（古文書複製本）

第一書庫（公文書原本） 貴重書庫（古文書原本）



［ 図書館 ］［ 文学館 ］

1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館

閲覧室

子ども室 郷土資料コーナー

図書館入口展示 文学館入口



［ 組織･職員数 ］
 文書館 館長（図書館長事務取扱）

副館長（教員）
職員4（司書1 教員2 事務1）
会計年度任用職員8（週4日） 同1.4（月15日） ＊うち認証アーキビスト5

 図書館 館長（事務）
副館長（事務）
総括司書
職員18（司書14 学芸員1 教員1 事務2）＊うち司書1文書館兼務
会計年度任用職員3（月15日）

 文学館 館長（事務）
職員4（司書1 学芸員2 教員1）
会計年度任用職員1（学芸員・週4日） 同1（月15日）

1. 福井県文書館と福井県立図書館、福井県ふるさと文学館

（5人）

（20人）

（5人）



［ 構築の沿革 ］

 2003年2月 文書館・図書館がそれぞれに目録データベースを構築
2003年 文書館：新聞画像のみ館内公開
2008年 図書館：デジタルライブラリーで絵図等の画像をウェブ公開

 2014年3月 「福井県文書館・図書館デジタルアーカイブ」として統合
本格的に画像のウェブ公開を開始
2015年 文学館開館にともない、3館のデジタルアーカイブに

 2019年4月 システム更新「デジタルアーカイブ福井」と改称
⇒ 3館のデジタルアーカイブから「地域のデジタルアーカイブ」へ

2. デジタルアーカイブ福井の概要



［ 登録件数 ］ 2023年2月末現在

 全登録件数…約87万件

 画像のウェブ公開
…約5.1万件・約64万画像

 画像の文書館内公開
…約11.7万件・約145万画像

⇒ 画像公開16.8万件は全件数の約19％（ウェブ公開に限ると全体の約6％）
ただし、もともと画像を紐づける予定のない目録データも多数あり

2. デジタルアーカイブ福井の概要



［ 登録内容 ］ 2023年2月末現在 赤字は画像公開が含まれるもの

A) 古文書 資料群…999件／資料…約19.8万件

B) 歴史的公文書 簿冊…約6.7万件／件名…約14.8万件

C) 新聞 新聞（日付巻号）…約6万件／新聞記事…約29.6万件

D) 県報 明治～昭和46年の県令・訓令・条例・規則・告示など…約6.7万件

F) 写真 広報課写真・絵葉書・県史編纂資料の写真…約2万件

G) デジタル資料 県の行政刊行物PDF版等…2,124件

H) 古典籍 4,294件

I) ふるさと文学館資料 資料群…50件／資料…3,813件

J) 人物文献検索 福井ゆかりの人物の略歴と参考文献…6,109件

2. デジタルアーカイブ福井の概要



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 1 ］連携（地域）
「福井県教育振興基本計画（令和2～6年度）」（2020 年3 月策定） p.63

県や市町の文化施設が個々に所有しているデジタルデータを文書館ホームページ
「デジタルアーカイブ福井」に集約し、本県全体のデータベースとして情報を発信

⇒ 県内の図書館・博物館等を対象に拡張…「地域のつなぎ役」をめざす

・県8機関…県文書館 2019年4月～ ＊寄託･県史編纂資料（個人蔵･機関蔵）含む
県立図書館 2019年4月～
県ふるさと文学館 2019年4月～
県立若狭図書学習センター 2021年4月～ ＊絵葉書
県立こども歴史文化館 2021年4月～ ＊絵葉書
県立若狭歴史博物館 2022年2月～
県立大野高等学校 2023年4月～予定
県教育総合研究所 教育博物館 2023年4月～予定

・市4機関…福井市立図書館 2020年4月～ ＊越前松平家
福井市立郷土歴史博物館 2020年4月～ ＊越前松平家 管理セクション：県文書館
小浜市文化交流課 2022年11月～
あわら市郷土歴史資料館 2022年11月～



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 1 ］連携（統合検索サービスや分野横断統合ポータルなど）
・国立国会図書館サーチ
2020年3月 連携開始
2021年11月 「デジタルアーカイブ福井（福井新聞縮刷版）」独立（約23万件）

・ジャパンサーチ
2020年10月 連携開始
2021年11月 福井新聞縮刷版データを除外（約23万件） ＊CC0提供には不適
2022年12月 参加機関名での所蔵表示に変更

・国立公文書館デジタルアーカイブ横断検索
2019年6月 連携開始 ＊前システムでも連携

⇒県内図書館・博物館等に対しては、これら大型統合サイトと連携 できる手段として
デジタルアーカイブ福井への参加を呼びかけ



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 1 ］連携（学/ボランティア）
みんなで翻刻 オンラインでの市民参加型の古文書史料の翻刻プロジェクト
2020年8月 プロジェクト「デジタルアーカイブ福井の資料を翻刻」始動

・「くずし字学習用資料」25点（館蔵）
・「松平文庫」12点（寄託・後10点追加）

2022年6・9月「みんなで翻刻」講座開催
・「講座用資料」20点（館蔵）

2022年10月 リアル「みんなで翻刻」グループ始動
2023年2月末 45/67点の翻刻が完了

⇒ オンライン ＋ リアル
普及事業の幅の広がりと新しいボランティアの形



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 2 ］オープンデータ化の推進（基本的な考え方）

• 県所蔵資料に関わるデジタル・リソースはオープンデータ化
文書館・図書館・文学館 所蔵のうち著作権保護期間満了の資料 → PDM

• 県に著作権があるデジタル・リソースはオープンデータ化
著作権保護期間未了の広報課写真 → CC BY
文書館・図書館・文学館 作成メタデータ → （CC0）

• 参加機関にもオープンデータ化を呼びかけ
十分に説明するが、強要はしない
＊2次元資料の複製物に著作権がないことの確認

⇒ ウェブ公開画像5.1万件のうちオープンデータ2.6万件
「［絵葉書］福井城内堀の桜」（PDM）



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 2 ］オープンデータ化の推進（PD資料活用事例）

スペイン
「EL PAÍS」紙 2020-04-30

㈱ブルボン
アマビエアマビコ祈念クッキー缶

福井県教育博物館 企画展

吉田初三郞「福井県鳥瞰図」

「越前国主記」より海彦



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 3 ］ DA福井の利用につなぐ

デジタルアーカイブ 単体では利用しづらい

↓

ウェブサイト内のコンテンツからデジタルアーカイブ福井の資料にリンク
・「これまでの展示」
・「学校向けアーカイブズガイド」
・「コラム＃ふくいの記憶に出会う」
・「デジタル歴史情報（幕末福井関連資料データ）」
・「デジタル歴史情報（福井藩士について調べる 給帳データセット）」
・「くずし字入門講座（WEB版）」



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 3 ］ DA福井の利用につなぐ
これまでの展示 開幕日にパネル・キャプション含め、すべての情報を館のウェブサイトで即時公開

デジタルアーカイブ福井へのリンク



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 3 ］ DA福井の利用につなぐ
「学校向けアーカイブズガイド」PDF
教科書に準拠する形で教材として活用できる地域資料の情報や画像を紹介 ≒ キュレーション

デジタルアーカイブ福井へのリンク



2. デジタルアーカイブ福井の概要
［ 特色 3 ］ DA福井の利用につなぐ
「デジタル歴史情報（福井藩士について調べる 給帳データセット）」Excel/PDF

デジタルアーカイブ福井へのリンク



［ 特色 4 ］文化庁長官裁定制度による明治期地方紙のウェブ公開
 明治15～24年（1882～1894）紙面画像のウェブ公開

 「福井新聞（1次・2次）」「福井新報」

 2,374号分（9,385画像）

 著作権保護期間満了が確認できない部分を
含め、文化庁長官裁定制度を用いて公開

 期間と人員：約4か月 職員1+会計年度1（兼務）
 経費：広告掲載料+申請手数料 15,150円

 公衆送信期間 事務手続継承のため5年間に設定

2. デジタルアーカイブ福井の概要



福井市立図書館 県立若狭図書学習C 県立こども歴史文化館 県立若狭歴史博物館 小浜市文化交流課 あわら市郷土歴史資料館

県文書館 県立図書館 県ふるさと文学館

メタデータ＋画像データ提供（参加機関による直接登録は不可）

3. ジャパンサーチ連携とのメリット
［ 連携の現状 ］

登録
登
録

収集（2回/月）

（2,394件） （342件） （209件） （32件） （1,945件） （47件）

（236,969件） （3,863件）

（623,983件）



 メリット 1「発見可能性」の向上（提供する側）

・（自前のDAがない） → DA福井に参加 < NDLサーチと連携
└ ＜ ジャパンサーチと連携

・自前のDAのみで公開 ＜ DA福井に参加 < NDLサーチと連携
└ ＜ ジャパンサーチと連携

⇒ 大型統合サイトと連携することで「検索される機会」は向上

＊ DA福井のアクセス数 順調に増えてはいるが単体では頭打ちになる予測
↓

連携により、NDLサーチやジャパンサーチ経由の
問い合わせも

3. ジャパンサーチ連携のメリット

年度 アクセス数
R1 410,847
R2 698,988
R3 754,448
R4 898,481



 メリット 2 「発見可能性」の向上（検索する側）

「分野横断」検索によって 思わぬ「発見」につながることも ＊文書館資料に「恐竜」？

3. ジャパンサーチ連携のメリット



 メリット 3 権利関係の見直し、オープンデータ化の推進

ファセット「利用条件」
↓
DA福井の条件見直し・再整理
・古典籍画像 CC-BY → PDM
・県広報写真 CC-BY → 一部PDM
・新聞縮刷版記事 CC0 → 連携停止

（新聞社と協議）

＊オープンデータ化を進めているため、
メリットに気づきにくい面も
＝知らないうちに使ってもらえている

3. ジャパンサーチ連携のメリット



 メリット 4 中小規模館でも連携機関として参加可能

2020年10月「福井県文書館・福井県立図書館」としてDA福井の連携開始
「所蔵・所在」は「福井県文書館・福井県立図書館」

↓
DA福井の参加機関増加
「所蔵・所在」に実際の所蔵機関が表示されない違和感
↓
NDLに改修を依頼
DA福井の「管理セクション」を「所蔵・所在情報」に
↓
2022年12月 各参加機関が「連携機関」に表示

「所蔵・所在」にも所蔵機関名が表示
⇒ DA福井（NDLサーチ）を介してジャパンサーチ連携機関の一員に
＝ 館のプレゼンス向上 博物館法改正や文化財保存活用地域計画への対応にも

3. ジャパンサーチ連携のメリット



4. おわりに
「ジャパンサーチで地域のコンテンツをつなぎ、人をつなぐ」

↓
「デジタルアーカイブ福井で地域のコンテンツをつなぎ、人をつなぎ、

さらにNDLサーチやジャパンサーチとつなぐ」

［ 地域内での人のつながり ］
・個別「営業」…学芸員や司書にDA福井への参加を売り込み（訪問・来館時・オンライン）

2019年2月～2022年12月 11機関 → 4機関がDA福井に参加
＊なるべく管理職の立ち合いも求める

・研修会「営業」…図書館・文書館主催の研修会でDA福井の使い方、参加方法を説明
2020年10月～2022年10月 4回（図書館2回、文書館2回）

⇒ 改修や資料追加について、提案したり、要望を聞いたり、担当者との関係を維持
既参加機関と未参加機関の担当者をつないで情報交換、ノウハウ伝授の場を設定
今後は、参加機関の担当者同士をつなぎ、意見交換ができる連絡会が必要？



これまでの主な改修
・NDLサーチでのサムネイル表示
・NDLサーチでの著作権処理情報
・ジャパンサーチでの利用条件
・新聞縮刷版記事のNDLサーチでの連携切り分け
・新聞縮刷版記事のジャパンサーチからの削除
・ジャパンサーチでの所蔵館表示 など

4. おわりに
［ NDLとのつながり ］
お手本がないので、運用しながら試行錯誤
↓

新たな連携開始や事例報告の機会ごとに問題点に気付く
↓

NDLに相談（丁寧な対応・改修の提案など）
↓

DA福井の仕様改修、運用変更
↓

連携先のNDLサーチ、ジャパンサーチも改修
↓

DA福井のミッションが明確に
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